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研究成果の概要（和文）：本研究はフリースクールにおける支援者の技能が外部の支援団体との連携を通じて顕
在化する過程を明らかにするものである。この課題を検討する上で、本研究では主にフリースクールにおける訪
問支援活動や通信制高校との連携に着目し、フリースクール関係者への調査を実施した。この研究からは、フリ
ースクールの支援者の技能が政策の言説や団体内部および団体間の支援者の相互作用よって編成され、変容する
という側面が浮き彫りとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to show the process formed by staff members’ skills of 
inclusive activities in free schools through cooperation between free schools and other support 
organizations. I conducted field research by focusing on free schools’ supportive activities for 
outreach and cooperation between free schools and correspondence high schools. The results reveal 
that the skills of free schools’ staff members changed under the impact of youth support policies 
and staff members’ interaction in and between organizations.
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１．研究開始当初の背景 
 研究の背景について、本研究の当初の計画
では、申請者は主に次のような点を記した。  
 日本のフリースクールは不登校の子ども
にとって安心できる居場所の役割を担い、各
地に様々な形で普及してきた。近年では、地
域の心理・福祉専門職、学校、行政、様々な
問題に関わる当事者や支援団体といったフ
リースクール外部の組織や個人と、フリース
クールとの間で公式・非公式のネットワーク
などの連携体制が構築されている。またそう
した中で、フリースクールは居場所のみなら
ず様々なタイプの支援を展開しつつある。先
行研究は主に不登校問題への関心から、個別
のフリースクールと支援者に注目して分析
するものが主であったため、フリースクール
運動に関わる外部の組織や個人との連携が
新たな支援実践の形成に及ぼす作用に関し
ては充分に分析されてこなかった。 
 不登校問題が発達障害、ひきこもり、貧困
など社会参加や自立に関わる福祉の問題領
域と重層化し、当事者の心理・社会的困難も
複雑化する状況に対して、地域の社会関係資
本を活用した支援が行政・民間レベルで模索
されつつある。それらの諸問題に応じて支援
の領域を自律的に拡大するフリースクール
運動は連携による支援の顕著な事例であり、
地域の社会関係を通じて学習され、新たに生
産される支援の特徴と過程の分析は、子ど
も・若者の社会的排除を防ぐ地域的支援の役
割と方法についての具体的なモデル化を行
う上で不可欠な作業だと考える。 
 
 
２．研究の目的 
研究開始当初の研究目的の概要は次の通

りである。 
本研究はフリースクール運動の支援を「知

識・技能の学習の社会過程」として捉え、そ
の支援者が多様な当事者を包摂する知識・技
能を身につけると同時に、現場の状況に応じ
て多様な形で編成する過程を明らかにする
ものである。 
先述のように、不登校が発達障害、ひきこ

もり、貧困など様々な問題領域と重なるにつ
れ、現在のフリースクールは外部の支援機関
や学校などとの連携を通じて多様なニーズ
への対応を実践しつつある。この実態を解明
するには、フリースクールに関わる多様なア
クター間の折衝を通じていかに支援実践が
形成されるのかについて分析する必要があ
る。不登校問題の範疇を超える多様な当事者
に対応するための支援を実施する上で、地域
における支援の機能と条件を明確化し、子ど
も・若者の社会的包摂を促す地域の基盤作り
につなげる知見を提示する。 
 
 
３．研究の方法 
（1）理論枠組み 

本研究は以上の課題を研究する上で、Lave 
& Wenger（1991(1993)）の正統的周辺参加論
で提起された実践共同体の理論をベースに、
多様な当事者を包摂する支援者の実践を分
析する。しかし、実践共同体は安定的な伝統
社会を前提とした概念であり、フリースクー
ル運動のように現代の流動的で複雑な社会
過程を分析する上では不十分な点が残る。 
本研究では、同概念に加えて、複雑な社会

環境や組織での知識・技能の可変的な学習の
あり方を分析する近年の研究（福島 2010 な
ど）もふまえながら、フリースクールの技能
の実態を包括的に理解するための理論枠組
みを検討する。 
 
（2）研究の対象と調査の概要 

研究目的で示した課題を考える上で、本研
究では次の調査を行った。 
 
① フリースクールをめぐるアクターの動

向に関する言説の収集 
フリースクールをめぐる支援や研究の動

向について、言説の収集を行った。なお、研
究実施期間中に、「義務教育の段階における
普通教育に相当する教育の機会の確保等に
関する法律」（「教育機会確保法」）（2016 年
12 月 7日成立）の成立をめざすフリースクー
ル関係者の動きが活発化し、その賛否をめぐ
りフリースクール関係者や研究者、政治家、
市民らの間で様々な議論が交わされる状況
が生じた。そこではフリースクールの学びの
公教育における位置づけや公的な支援など
が議論となった。本研究では、こうした状況
のなかで支援の技能をめぐる捉え方がどの
ようにあらわれるのかという関心を軸に、法
律に関する行政・市民によるイベントなどに
参加し、そのアクターの語りを観察するとと
もに、新聞・雑誌・書籍を通じて言説の収集
に努めた。 
 
② 支援の技能に関するインタビューと参

与観察 
 上記の言説の収集作業と並行して、フリー
スクールで活動する支援者の連携を通じた
技能のあり方についてインタビューと参与
観察を実施した。フリースクールの支援の技
能について、本研究では、通信制高校との連
携、若者支援団体との連携に着目した。前者
については、地域を限定せず各地の通信制高
校との連携を行うフリースクールの支援者
にその団体の実践の理念や特徴、および通信
制高校との連携の背景に関するインタビュ
ーを行った。 
また後者については、これまで継続的に行

ってきたフリースクール A（仮名）を調査の
軸とし、そのフリースクールと他の支援団体
との連携に焦点を当て、両団体の関係者のイ
ンタビューと可能な範囲での参与観察を行
った。ここではとくに当事者の家庭への訪問
支援をとりあげ、フリースクール Aにおいて



訪問支援の技能が顕在化する過程を調査し
た。 
 
 
４．研究成果 
（1）先行研究の検討 
 先述のように、これまでフリースクールに
ついては不登校問題という関心や個別の団
体に関する研究が主であった。本研究の課題
を考察する上で、近年の先行研究の視点を整
理し、分析の方向性の検討を行った。この成
果を「フリースクール運動の＜地図＞の粗
描」『人間関係学研究』（椙山女学園大学人間
関係学部）という論文にまとめた。その概要
は下記のとおりである。 
 主なフリースクールの先行研究は不登校
問題などの問題意識をもとに、エスノグラフ
ィーやインタビューによる質的調査からフ
リースクールにおける実践を明らかにして
きた。しかし、個々の分析が想定する当事者
や支援者のイメージが共有されているわけ
ではない。とくにフリースクール運動におけ
る支援者や当事者の語りに関する分析と、フ
リースクールにおいて経験の言語化が志向
されていない場の分析では、分析で取り上げ
られる支援者・当事者の性格は異なると思わ
れる。言い換えるならば、こうした分析の個
別性はフリースクールに関わる当事者や支
援者の多様性を反映していると言える。ただ
しその分析の個別化は、一方で多様で固有な
諸実践の生成の背景に関する考察に結びつ
いておらず、フリースクールの多様性を捉え
る視座が求められてくる。そこで本論文では
医療人類学者・宮地（2007）のトラウマの環
状島モデルからフリースクールの事例を検
討し、当事者と支援者の実態の多様性を理解
するための視座を議論した。 
 環状島モデルの意義の一つは、トラウマに
関わる人と人の位置づけとその関係性、さら
には関係性に内在する葛藤を明示化し、当該
の問題に関与する人々の実践の俯瞰を可能
にする点にあると考える。この枠組みをもと
に、フリースクール Aの支援者の語りや言説
を分析し、同フリースクールのフリースクー
ル運動における位置づけを分析した。この分
析では、フリースクールにおける非言語的な
支援と言語による支援のそれぞれの意味を
考察した。フリースクールに関わる人々の言
語的資源の差異に注目することで、ローカル
な場における当事者とその支援の多様性の
あり方を示した。 
 
（2）フリースクールにおける支援の技能 
 3-（2）-②の調査から次のような点が明ら
かになった。 
 
① 訪問支援に関する分析 
 フリースクールAと外部の支援団体との連
携に関する調査を通じて、団体間の相互作用
のなかで新しい支援の形が顕在化する側面

が明らかになった。フリースクール A では、
設立以来、居場所を中心とした支援が行われ
てきた。しかし、近年では居場所の活動が縮
小する一方で、訪問支援活動が活発となって
いる。申請者はこの移行の過程に着目し、そ
の訪問支援の技能がどのように構築される
のかについて分析した。 
 その過程の概要を説明しよう。まずフリー
スクールAの代表スタッフが若者支援団体に
関与することになった。その若者支援団体で
は、若者支援政策を背景に支援内容が居場所
と訪問支援というカテゴリーで構成されて
いる。フリースクール Aの活動の中で習得さ
れた代表スタッフの居場所の支援の技能は
連携先の若者支援団体の支援のカテゴリー
の分類の中で再編されていく。すなわち、居
場所の技能とそれをベースにした訪問支援
の技能として認知されることとなった。だが、
若者支援団体との連携は、二つの団体の組織
的な文化の差異ゆえに、代表スタッフの葛藤
を引き起こす。ただし、この葛藤は否定的な
作用をもたらすというより、代表スタッフの
アイデンティティを顕在化させるとともに、
新しいニーズを認知させ、新しい支援のあり
方をつくる契機となる。そうした組織文化の
差異のなかでの技能を見ることにより、フリ
ースクールAの訪問支援の背景を浮き彫りに
した。 
 この調査・分析の経過を「フリースクール
運動における教育・支援の多様化に関する
試論」という題名で、第 84 回東海教育社会
学研究会で発表した。さらにその後の調査
で得られた資料をふまえ、2018年6月現在、
論文として執筆しているところである。 
 
② 通信制高校とフリースクールの連携に

関する調査 
 通信制高校とフリースクールの連携に関
して、3 つのフリースクールのスタッフにイ
ンタビューを行った。学校教育を相対化する
運動を背景にしたフリースクールがどのよ
うに通信制高校と連携したのかという課題
を中心に調査を実施した。ここからは、地域
の子どもの進路をめぐる状況に応じたかた
ちで連携が行われるようになった経緯やフ
リースクールの理念との関係を具体的に把
握することができた。 
 今後、こうした連携がスタッフの技能をど
のように編成していくのかについて分析し、
成果として発表していきたい。 
  
③ 調査から見えてきたフリースクールの

展開：今後の課題 
 とくに①の調査において、連携のなかで顕
在化したフリースクールAのスタッフの技能
がその連携とは別のアクターとのつながり
の中で顕在化する過程をみることができた。
顕在化した技能が連携の重層化によってど
のように組織化・変容していくのかについて
今後、調査を継続していきたい。 



 また先述のように、研究期間中に教育機会
確保法をめぐる運動が活発化し、実際に同法
が成立・志向されるに至ったが、こうした機
運のなかでフリースクールの担い手の養成
に関する講座がフリースクールのネットワ
ークや大学などで計画・実施されてきた。フ
リースクールと公教育との関係をめぐる議
論において、スタッフの技能の養成のあり方
も重要な論点になると予想される。学術的な
組織やその知識の担い手である研究者が介
在することによって、フリースクールの支援
や教育に関する技能や知識がどのように編
成され、伝達されていくのか。それに関わる
アクターの言説や行動を本研究よりも射程
を広げて観察することで、調査を継続してい
きたいと考えている。 
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